
第１回栃木県不登校総合対策検討委員会の結果について 

 

１ 日時・場所 令和６（2024）年６月 19 日（水）９：３０～１１：３０ 北別館４階４０３会議室 

 

２ 議事 

参考資料１ 

（１）栃木県における不登校の現状及び課題について 

  本県における不登校児童生徒の割合の推移等の現状

及び主な不登校対策の取組について説明 

（委員からの主な意見） 

 ・短期間でできることも検討してほしい。 

 ・相談できる場所等の情報提供ができると良い。 

 ・本人が目標をもち、変わりたいと思う気持ちが大切。 

 ・休みはじめの初動の難しさがある。 

 ・スクールカウンセラーの拡充が求められる。 

 ・不登校の要因は複合的で本人も整理できないのでは？ 

 ・教員がやりがいをもって子どもと接することが大切。 

（２）学校生活に関する意識調査について 

  調査の概要及び現時点での調査項目（案）について説明 

 

（委員からの主な意見） 

・欠席の多い子どもに学習について聞くことは難しい。 

・自由記述での回答が難しい。 

・リラックスした環境で回答できるよう配慮が必要。 

・子どもにとって難しい文言は平易な表現に。 

・民と連携してやることも必要。 

・「校内教育支援センター」など、子どもに分からない言葉

があるのでは？ 

・ 
（３）年間活動計画について 

 外部講師を招聘しての講話、学校現場等の視察、委員会追加開催、教員や保護者向けのアンケートの実施等を検討して

いる旨、説明 


